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PREPARATION OF ACTIVE CARBON 
Part (vi). On the adhesive for briquett昭 active carbon. 
Sueyoshi NOZI 
KOZO， STARCH (Pütetoes) ， DEXTlUN， SEALING WAX， and WATER GLASS 
have beell employed 88 the udhesive. 30， 90， and 150 par旬 。f each muterial lmve been used 
respeetively for 280 parts of saw-dust. The ndditioll was made ill the following manners ; 
(1) Befüre digestioll. ( 2) After digestion. (3) After digestion ulld filtration. 
The result of the ex periments h乱s shown that the Hardness of the product is illcreased 
onl y in the ahove C!lse (3) ， and the Activity drops amounti llg 1 to 30%. 
緒 論
活性炭 の 粒状物 を う る に は現在 次の 三つ の方法が行 た われて い る 。 ( イ ) 榔子殻， 亜炭， 石炭
等 そ れ 自 体堅硬主主 物質 を適 当 た メ ヅ シ ユ に 破砕す る 。 ( ロ ) 木炭末に適 当 主主 粘結剤 を混ぜ造粒機
で正出造型す る 。 ( ハ) 合炭素物 を 薬剤で処理 し こ れに適 当 な 粘結剤 を混ぜ又 は 混ぜ ?に造粒機
で 庄出造型す る 。
以上の う ち ( イ ) ， ( ロ ) に 主 に ガ ス 又 は蒸気賦活法に よ る が やす は 薬液賦活 の 際用 い ら れて い
る 。 随う て ( イ ) の も の は粘結剤 は 不用 で、 あ る が ( ロ ) ， ( ハ) の 場合に は 必要 さ れ る 。 粘結剤の 作
用 は炭素物 を 互 い に 粘着せ し め て 一定の 強 さ を も う 型状 を 保た し め る 役 目 を す る の で あ る が製品 の
性質や用途に 不利或い は有害 な 影響 を 与 え る も の は避けねば 友 ら た い。 と ん な 点 か ら 見 て 粘結剤の
性状や種類 も 自 デか ら あ る 限度が あ っ て 大体次 ぎの様た 一般的条件 を も つ も の と 思 われ る 。
(1 ) 活 性同 を余 り に減退す る 様1J. 不活性物質は 好 ま し く な い。
( 2 ) 余 り に 流動性又 は 液状の も の は 実際の 技術 t造粒作業 を 不適 当 に す る O
( 3 ) 賦活温度又 は 製品炭素の 発火点以下の温度で燃焼ガ ス 化す る も の は そ の役 目 を と げ た い。
( 4 ) 金属酸化物 の 存在 は 用途上嫌忌 さ れ る 場合が あ る 。
( 5 ) 余 り 高価 な も の ， 量の 小 た い も の は 固 ま る 。
以上の 様 な 理 由 の た め現在 は特殊た 用途の も の を 除い て は 殆ん ど 有機合炭素体で ア ス フ ア ル ト 又
は ピ ッ チ の如 き も の が使用 さ れて い る が と の 等の 内 容 は 各 メ { カ { の 手 中 に あ っ ℃ 公表 さ れて い た
v、。
筆者 は 以上の 事 も 考慮 に い れて 次の如 き も の に つ い て 粘結剤 と して の 効能 を 調べて 見売。
(A) 梼， (B) 搬粉 (馬鈴薯) . (C) 糊精， (D) 封蝋. (E) 水 ガ ラ ス
実 験 の 部
消化液の組成は塩化亜鉛液 (約5 0%濃度) 2Kg に工用塩酸 (比重1.14) をその約 2%重量 を加え
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たもの， と の溶液を予 か じ め摂氏 7 0皮辺に温ためた中 へ木屑 (風乾物) 280gr を 混加 し鉛張 り 鉄製
容器中 で摂氏120�130度で約 4 時間加熱撹拝ずる。 消化物は櫨過后， 造粒， 予備乾燥 し摂氏600度，
2 時間， 賦活f古焼 を行 い�瀧， 仕上乾燥 し て 製品 と す る 。 i古，1， 粘結剤の混加す る 時機 は 次 ぎの三種
と した。
(1) 消化液に 初め よ り 混 入す る 場合。
( 2 ) 消化完 了后の 液状物に混入す る 場合。
(3) 消化后， 櫨過 して 得た黒色 防!形物に混加す る 場合。
以上の各々の場合か ら 得 ら れた製品の硬度， 吸着率を測定してその効果を比検した。
次記テ ー プル及 び 図表はその結果である。
私有 添 加1 量 消 化 前 (1) 消 化 后 ( 2 ) 漉 過 物 (3) (瓦) 硬(%)度 j 吸 着 率 硬 度 | 吸 着 率 硬( 度 I 吸 着 率(ぺ ン ゼ、 ン ) %) I (ベ ン ゼ ン ) %) I (ぺ ン ゼ、 ン 〕
(A) 150 δ5. 2 δ4.3 83 .1 59 .3 85 .5 52 .1 
楕 90 54.2 58.6 73 .2  58.6 83 .7  50. 2 
30 53 .4 59 .1 55. 2  64.0  80 .6 55 .1 
(B) 澱 150 65 .0  45 .8 55.4 80 . 0  49 .3 
9 0  7 0 .0 46.5 65 .0  55.5 78 .0  
務白 30 60 .2  52 .7 7 0 .0 60 .3 75. 0 49 .1 
(C) 糊 150 6:3 .0 風6 I 7 0. 0  60 .0  93 0 53 .2  
90 71 . 0 61 .2  72 . 0  66.0  92 . 0 56.0  I 
精 30 78 .0  615 .3 65. 0 66.0  85 . 0  57 .0  
(D) 封
一※ [
ー※ 86.0  38 2 ! 88 .0  40 .2  I 
30 86.0  37 . 1 85. 0 42 .0  86.0 34 5 
1強 15 82 .0  42 .8 86.0  43. 7 84. 0 39 .9  I 
(日)7k 150 82 .0  40 σ 83. 0  41.9  39 .8 
硝 9 0  80 .0  41 .5 82 .0  42 . 0  9 0 .0 49 . 0  
子 30 80 .0  40 .0  8 0 .0 I 43 . 1  88. 0  38 .6 
(F) 
不
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結 論
以上 よ り 何等粘結剤 を 混加 し た い も の に 比 ら べ て 上記 5 種の 粘結剤 を 加 え た場合 そ の硬度及 び 活・
性皮に 及 段、ナ影響は次の様で あ る。
( 1 )  硬度は 粘結剤 を 消化前叉 l土消化后に混カn した場合lま 常 に 降下す る が櫨過秒」 に混が1 した場合
は上昇す る。 但 し と の 場合， 活性皮は 必 ら ヂ下降す る。
( 2 )  櫨過物に 混加 した場合， そ の硬度効果の 大 き い も の よ り 順位う げ る と ， 封蝋， デ キ ス ト リ
ン ， 7](硝子， 楕， i殿粉， と 主主 る。
( 3 ) 活性皮は消化后 に デ キ ス ト リ ン をiJ..訪日 した場合 を 除 き 他の何れの 場合 も 降下す る 。 そ の 悪
い結果 を 与 え る も の よ り 11煩 位う け る と ， 7](硝子， 封蝋， 澱粉， 柑， デ キ ス ト H ン と た る 。
( 4 ) 以上 よ り 是等粘結剤の 使用 は硬度， 活性度の両両 よ り 観 る 時は 良 い も の と 言 う 事 は 出 来 た
い と 結論 さ れ る。
